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を深化させ、業務や建設現場での生産性を飛躍的に向上させることを目的とした研究

を行っています。

社会背景と課題

研究内容

☞関連記事はこちら

・ICT活用による建設生産性向上効果の定量化に関する研究（P.142） 

・河川機械設備のBIM/CIM導入に関する取組み（P.145） 

点検・診断、記録作業などの維持管理における現

場での課題を特定し、これを解決するための具体的

な 3 次元モデルの活用方法を研究しています。

 少子高齢化に伴い建設産業の担い手が減少しており、建設現場の生産性を向上させることが必要である。

 国土交通省では、調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新までの建設生産プロセス全体で ICT 等

を活用する「i-Construction」を推進し、建設現場の生産性を 2025 年度までに 2 割向上させることを目

指している。

維持管理での 3 次元モデル活用方法 

施工の自動化に向けて、工事現場から収集するデー

タが、企業を跨いで取り扱えるように、地形状態や作

業状態表現のモデルを標準化し、実現場のデータを

AI の学習用データとして活用可能にする研究をして

います。

施工の自動化 

（左）現場の地形状態の時系列表現

の標準モデル（イメージ）

（右）作業状態の表現方法の標準モ

デル（イメージ）

床版の損傷と路面の
損傷の関係（影響の可
能性）の把握が容易

損傷程度の評価や、健全性の診断
の確度向上・判断の迅速化

建設生産性の向上と魅力ある建設現場を実現する

社会資本マネジメント研究センター
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B-DASH プロジェクト（下水熱による車道融雪技術）の実証研究 下 水 道 研 究 部 ････ 154

砂浜の価値を見える化（海岸利用編） 河 川 研 究 部 ････ 155

安全・快適な自転車通行のための路上駐停車対策の検討 道路交通研究部 ････ 156

歩行者の安全な横断を支援する二段階横断施設の導入検討 道路交通研究部 ････ 157

道路事業における自然分野の環境保全措置の効果把握と効率化 道路交通研究部 ････ 158

道路の小規模工事・維持管理等における景観向上策の提案 道路交通研究部 ････ 159

地域・住民との協働による道路の質の維持・向上 道路交通研究部 ････ 160

低コスト手法等を用いた無電柱化の促進 道路交通研究部 ････ 161

道路環境影響評価の技術手法（自動車の走行に係る騒音）の検討 道路交通研究部 ････ 162

安心・安全な日常生活空間の実現のために 建 築 研 究 部 ････ 163

木造住宅の耐久性向上に資する住まい手との情報交換ツールについて 建 築 研 究 部 ････ 164

既存住宅の居住性向上に係る改修内容の組合せ実態 住 宅 研 究 部 ････ 165

建築物のエネルギー・室内環境評価の適正化に向けた執務者等の行動に関する調査 住 宅 研 究 部 ････ 166

建築設備の自動制御技術によるエネルギー削減効果の評価法の開発 住 宅 研 究 部 ････ 167

建築物のエネルギー消費性能の向上を目指したファサード設計法に関する研究 住 宅 研 究 部 ････ 168

ライフステージに即したバリアフリー効果の見える化手法の確立 住 宅 研 究 部 ････ 169

超高齢社会のニーズに対応した郊外低層専用住宅地におけるまちづくりに関する研究 都 市 研 究 部 ････ 170

ICT を活用したスマートシティに関する研究 都 市 研 究 部 ････ 171

観光地における歩行者流動特性について 都 市 研 究 部 ････ 172

歴史的街並みの保存活用のための創意工夫
都 市 研 究 部
建 築 研 究 部

････ 173

公園緑地における魅力向上を目指して 都 市 研 究 部 ････ 174

郊外住宅市街地における生活支援機能の適正配置に関する研究
都 市 研 究 部
住 宅 研 究 部

････ 175

内湾生物の多様性および持続性に着目した Seascape デザイン
沿 岸 海 洋 ・
防 災 研 究 部

････ 176

クルーズ船・クルーズ来訪客からみた港の空間形成上の留意点について
沿 岸 海 洋 ・
防 災 研 究 部

････ 177

新しいみなとまちづくりのあり方
沿 岸 海 洋 ・
防 災 研 究 部

････ 178

瀬戸内海における地域資源のネットワーク化方策に関する研究
沿 岸 海 洋 ・
防 災 研 究 部

････ 180

大型クルーズ船の入港に必要な水域施設規模の検討 港 湾 研 究 部 ････ 181

我が国へのクルーズ船寄港による経済効果の推計 港 湾 研 究 部 ････ 182

訪日外国人の国内周遊が航空需要に与える影響 空 港 研 究 部 ････ 183

都市の生物多様性確保に向けた簡易なモニタリングとその活用手法
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 184

道路空間や地域特性に適応した道路緑化手法
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 185

質の高い公共デザインの実現手法の提案
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 186
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少子高齢社会に対応した都市公園の機能向上手法
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 187

環境分野の研究を促進 環境研究推進本部 ････ 188

災害対応の支援 ････

災害時の TEC-FORCE 等専門家派遣及び技術支援活動状況
企 画 部
管 理 調 整 部

････ 189

「無降雨時等の崩壊研究会」の発足 土砂災害研究部 ････ 192

高知自動車道立川橋の被災に関する現地調査 道路構造物研究部 ････ 193

北海道胆振東部地震に係る技術支援について 道路構造物研究部 ････ 194

2018 年台風 21 号による港湾被害の現地調査
沿 岸 海 洋 ・
防 災 研 究 部
港 湾 研 究 部

････ 195

総合的な技術力による熊本地震で被災した道路橋の早期復旧への貢献
社会資本マネジメ
ント研究センター

････ 196

現場技術力の向上の支援

自治体などからの技術相談の対応状況
企 画 部
管 理 調 整 部

････ 197

防災・河川管理業務への CommonMP 機能の活用 河 川 研 究 部 ････ 198

災害対策検討支援ツールキットの活用パターンの構築 道路構造物研究部 ････ 199

データの収集・分析・管理、社会への還元

ETC2.0 プローブ情報の収集と活用 道路交通研究部 ････ 200

下水道の地球温暖化対策の推進 下 水 道 研 究 部 ････ 201

エネルギー最適化におけるリスク制御を考慮した下水処理技術の推進 下 水 道 研 究 部 ････ 202

車両搭載センシング技術の道路管理への活用に向けて 道路交通研究部 ････ 203

非住宅建築物の省エネルギー設計の実態把握 住 宅 研 究 部 ････ 204

研究のコーディネート
企 画 部
管 理 調 整 部

････ 205

国際研究活動について
企 画 部
管 理 調 整 部

207

研究開発機関の評価
企 画 部
管 理 調 整 部

････ 209
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